
賴
し
、

一
同
入

浴
す
、
此
家

の
浴
室

、
敢

て
數

奇
を
凝

せ
し
と
云

ふ
に
は
　

あ
ら
ざ
れ
ど
、
近

く
改
築

し
て
未

だ
成

就

せ
ず
、

去

あ
れ
、
夏
な

れ
ば

、

四
方

を

つ
開

き

の
風
も
そ
よ
そ
よ

、
加

之
、
湯

の
温
度
亦

恰
適

い
と
心
地

よ
し
、
浴
後
茶
菓

子

に
雜

談
笑

話
す

る
裡

、
發

足

の
準
備
整

ひ
し
を

、
下
　

女
告

げ
來

る
に
、
皆

々
、
身

輕

に
仕
度
館

を
出

づ
、

此
處
一

等
温
泉
館

紅

屋

の
前

に
て
、
盛
装

の
舞

子
妓
に

會

ふ
、

一
統
恍

惚

た
り
、
歩
す

る
事

半

里
斗

り
、

日
は
出
で
居

る
が
小
雨

と
な

る
、
蕎
萎

の
花

に
松
林
雜

り

の
徑

を
行
く

な
り
、
折
抦

唄

ふ
者

吟
ず

る
者
あ

る

に
、
足

の
運

ひ
も
忘
れ

つ
ゝ
、

何

時

し
か
崎
浦

ヘ
と
着
け

り
、
雨

天
な
れ
ば
に

や
、
海
糢

糊

と
し

て
煙
り

、

海

面
油

の
如

し
、
風
情
面
白

き
老
松

の
間

に
、
漁
村

の
點

綴
隠

現

す

る
態
、

繪
な
ら

め
や
は
、
崎
浦

よ
り
浦
續

き

に
梶
浦

へ
と
廻

る
、
時
正

に
午
時

、

空
腹
を
感

ず

る
事
甚
敷
、
此

わ
た
り
、

一
人
一な
ら

ん

に
は
寫

生

せ

ん
と
思

ふ
好
景

少
か
ら
ず

。

一
小
屋
あ

り
、
濱

女
漁
男

の
多

く
出
入
す
る

に
、
赴

き
見
れ
ば
へ、
今

日
は
福

井
よ

り
雲
丹
買
ひ

の
來

り
、
其
算

用
拂

ひ
を

し

つ

ゝ
あ

る
な
り
き

、
此
處

よ

り
漁
舟

を
艤
じ

、
安
東
浦

迄

の
海

路
を

取
り
、

奇
勝
を
賞

で

つ
ゝ
畫

食

せ
ん

と
議

一
决
し
、
賃
銀

を
掛

引

せ
し

に
半
時
余

を
も
要

し
ぬ
、
今

や

一
行
乗
舟

せ
ん
と
欲

せ
し
に
、
荷

持

の
老
人

の
み

は

諾

せ
ず
、
浦
づ

た

い
に
、
到
着
地
迄

は
徒
歩
す

べ
し
と

て
別
れ

た
り
。

乗

船

の
其
頃

よ
り
、
空
一

齊

に
霽

れ
渡
り

頓

に
暑
し
、
海

水
恐
敷
泡

に
淸

く

、
數

尋

の
奥
底

迄
、

一
塵

の
汚
物
無

く
、
其
深
甚
、
其
神

秘
的

に
瓏

明

な

る
、
手
足
戰
慄

す
、
蘗

は
舟

夫
が
遺

る
櫓

の
ま

に
ま
に

、
紺
青
、
藍
碧
、
　

褐
赫

色

と
揺
亂

す

、
甲
君

は
朝

日
ビ
ー

ル
と

サ
イ
ダ

ー
を
舟
縁

に
吊
る

し

て
冷

し
、
行
厨

を
開
き
、

且

つ
飲

み
、
旦

つ
喰

ふ
、
折

角

の
馳
走

た

る
大

章
魚

の
甘
煮

、
鯛

の
付
燒

よ
り
も
、
福
神

漬

を
喜
び
競
り

食

を
せ
り
。

　
　
　
　
松
江
展
覽
會
報
告
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　

去
る
十

一
月

三
日
四
日
の
兩
日
當
地
有
志
者
武
部
、
福
島
、
奥
村

三
氏
發

企
と
な
り
城
山
公
園
元
　
東
宮
殿

下
御
座
所
た
り
し
興
雲
閣
に
於
て
第

二

回
洋
畫
展
覽
會
を
開
催
せ
り
、
山
陰
の
地

に
於

て
未
曾
有
の
擧
な
り
し
を

以
て
兩
日
共
沿非
常
の
觀
覽

者
あ
り
た
り
、
時
恰
も
天
長
節
祝

賀
會
同
處
階
　

上
に
開
か
れ
た
る
を
以
て
官
民

の
紳
士
數

百
名

の
見
物
あ
り
、
洋
畫
趣
味

普
及
上
頗
る
好
結
果
を
得
た
り
と
信
ず
、
出
品
總
數

百
余
點
少
許

の
油
繪

パ
ス
テ
ル
を
除
く

の
外
水
彩
に
し
て
松
江
の
外
東
京
、
安
來
、
」平
田
、
濱

田
、
米
子
よ
り
も
集
ま
り
、
會
友
竹
下

一
郎
氏
も
出
品
せ
ら
れ
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（奥

村
）

　
　

白
馬
會
展
覽

會
の
水
彩
畫

を
觀

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

大
阪
　
夏

月

生

　

十

一
月

一
日
よ
り
十
日
間
、
第

二
回
白
馬
會
洋
畫
展
覽
會

は
、
當
地
三

越
呉
服
店
内

に
開

か
れ
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陳
列
さ
れ
た
作
品
は
誠
に
調
子
良
き
傑
作
揃

ひ
に
て
、
―
―
中
に
は
多
少
　

怪
し

い
も
の
も
あ
っ
た
が
、
―

僕

の
胸
を
大

い
に
躍
ら
せ
た
。
多
く
は

色
彩

は
、
豊
富
で
、
活
氣
に
冨
ん
で
居
た
、
惜
む
ら
く
、
水
彩
畫

に
三
宅

氏
作
品
が

一
點
も
無
か
つ
た
爲

に
、
少
し
寂
寞

の
感
が
な
き
に
し
も
非
ず

で
あ

つ
た
。
然
し
、
湯
淺
氏

の
作
數
點

が
、
こ
の
憂
を
解
く
に
充
分
で
あ

つ
た
樣
に
思

ふ
。
一此
内
で
、
-僕
が
良

い
出
來
で
あ
る
と
思

っ
た
數
點

を
、

指
摘
し
て
見
や
う
。
―

但
油
繪

を
除
く
。
　


